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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

中間連結会計期間
第43期

中間連結会計期間
第42期

会計期間
自　2023年６月１日
至　2023年11月30日

自　2024年６月１日
至　2024年11月30日

自　2023年６月１日
至　2024年５月31日

売上高 (千円) 18,143,718 11,293,642 33,221,577

経常損失（△） (千円) △1,487,224 △1,063,998 △2,070,621

親会社株主に帰属する中間

（当期）純損失（△）
(千円) △1,650,919 △1,134,090 △2,367,676

中間包括利益又は包括利益 (千円) △1,624,289 △1,113,791 △2,330,399

純資産額 (千円) 5,738,876 3,918,976 5,032,767

総資産額 (千円) 29,129,648 22,115,077 23,823,960

１株当たり中間（当期）純損

失（△）
(円) △1,132.25 △777.80 △1,623.83

潜在株式調整後１株当たり

中間(当期)純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 17.8 15.0 18.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 8,510,321 △725,812 15,320,551

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △1,490,055 △794,130 △4,114,852

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △6,592,873 85,035 △11,386,976

現金及び現金同等物の

中間期末(期末)残高
(千円) 3,680,908 1,637,330 3,072,238

(注) １　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当たり中間（当期）純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

　当中間連結会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）の概況は以下のとおりであります。

　愛知県における戸建住宅市場は、分譲住宅の完成在庫数の調整が進んだものの依然として高い水準にある一方

で、資材高等により平均販売価格が上昇していることもあり、前年同期と比べて厳しい販売状況が続いておりま

す。

　当社の住宅事業におきましては、前連結会計年度より、事業の基本方針を「総量」から「高付加価値」へ転換

し、同事業における経営資源の配分を見直して、資本効率及び収益性を改善すべく事業構造の改革を進めてまい

りました。具体的には、供給エリア及び立地を厳選するとともに、商品性の見直しや建物原価の低減を実施しま

した。この取り組みは確実に成果が出始めておりますが、市況の厳しさ等による販売戸数の減少と長期化した在

庫の処理に伴うコストを補うには至っておりません。また、本事業と密接な関係にある建材販売におきまして

は、工場稼働率は回復傾向にあるものの、住宅業界の市況低迷の影響により、収益改善が遅れております。この

ような状況の下、住宅事業の業績は計画を大幅に下回る結果となりました。収益性の回復は、在庫の入替えに区

切りが付けられる第３四半期連結会計期間以降を見込んでおります。

　一方で余暇事業は、インバウンド需要の回復により「HOTEL WOOD高山」（岐阜県高山市）の利用者が前年対比

で増加するとともに、ゴルフ場運営においても利用者は堅調に推移し、業績は計画を上回って推移しました。

　都市事業では、開発を進めていたナーシングホーム（愛知県瀬戸市）が竣工（2024年11月）し、保有物件は２

棟となりました。そのうち１棟は、不動産特定共同事業の「信長ファンド」により投資ファンド組成を行いまし

た。一方、保有しておりました集合住宅２棟を売却し、保有物件の入替えを行いました。

　これまで準備を進めてまいりました製材工場は2024年11月より操業を開始しました。今後、「木質資源カス

ケード事業」の枠組みにおいて中核を担う同工場では、原木調達及び工場稼働率の向上に努め、国産製材品等の

供給を行ってまいります。これにより、当社グループ内で国産材の生産（製材・集成材・プレカット）から商品

（建材・住宅・中規模木造）までを一貫して供給する体制が整いました。国産材を使用することのメリットを訴

求し、市場に対して差別性のある商品を積極的に供給してまいります。なお、この操業開始により、当該投資に

係る減価償却費を今後費用計上していくことになります。

 

　当社は2024年６月１日を効力発生日として、吸収分割の方法により当社が営む住宅事業を当社の100％子会社で

ある株式会社ウッドコンストラクションに承継し、持株会社体制へ移行しました。持株会社として住宅事業をは

じめとした各事業への適切な経営資源配分を行うとともに、グループ全体の更なるガバナンス強化に取り組みま

す。持株会社体制への移行に伴い、報告セグメントの各グループ会社の営業費用に経営指導料を計上しておりま

す。

　なお、本分割に伴う会計処理については、共通支配下の取引として処理しており、これによる経営成績への影

響はありません。

 

＜連結業績＞

　当社グループの主たる事業であります住宅事業での分譲住宅販売戸数の減少により、売上高が前年同期と比較

して著しく減少しました。これにより、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する中間純損失を計上しまし

た。

 売上高 営業損失（△） 経常損失（△）
親会社株主に
帰属する中間
純損失（△）

当期実績 11,293百万円 △960百万円 △1,063百万円 △1,134百万円

前年同期比 37.8%減 － － －

（注）営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する中間純損失であるため、前年同期比は記載しておりませ

ん。
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＜販売実績＞

 戸建住宅 集合住宅 合計

当期実績 217戸 （２棟）32戸 249戸

前年同期比 43.5％減 63.6％減 47.2％減

 

＜セグメント実績＞

　　ａ　住宅事業

戸建分譲住宅の開発・販売及び住宅建設資材の製造・販売

 売上高 セグメント損失(△) 主な増減要因

当期実績 9,625百万円 △1,301百万円
販売戸数の減少及び収益性の著しい悪

化によりセグメント損失を計上。
前年同期比 38.8%減 －

（注）セグメント損失であるため、前年同期比は記載しておりません。

 

　　ｂ　余暇事業

ゴルフ場及びホテル並びに公共施設の運営管理及び施設管理

 売上高 セグメント利益 主な増減要因

当期実績 1,403百万円 249百万円
当連結会計年度より経営指導料を計上

し、セグメント利益が減少。
前年同期比 0.2％増 25.8％減

 

　　ｃ　都市事業

収益不動産の開発並びに施設等の維持管理等

 売上高 セグメント損失(△) 主な増減要因

当期実績 455百万円 △41百万円 前年同期は収益不動産５棟（88戸）を

売却したのに対し、当期は２棟（32

戸）のため、売上高は減少。前年同期比 56.4％減 －

（注）セグメント損失であるため、前年同期比は記載しておりません。

 

 

② 財政状態

ａ　資産

　当中間連結会計期間末における資産合計は、住宅販売による棚卸資産の減少、長期有利子負債の返済による現

金及び預金の減少を主な要因として、前連結会計年度末より1,708百万円減少し、22,115百万円となりました。

ｂ　負債

　当中間連結会計期間末における負債合計は、長期有利子負債の減少を主な要因として、前連結会計年度末より

595百万円減少し、18,196百万円となりました。

ｃ　純資産

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、親会社株主に帰属する中間純損失の計上を主な要因として、前

連結会計年度末より1,113百万円減少し、3,918百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、親会社株主に帰属する中間純損失の計上を主な要

因として、725百万円の支出（前年同期は8,510百万円の収入）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の減少を主な要因として、794百万円の

支出（前年同期は1,490百万円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入を主な要因として、85百万円の収入（前年同期は

6,592百万円の支出）となりました。

　以上の結果により、現金及び現金同等物は1,434百万円減少し、当中間連結会計期間末残高は1,637百万円（前年

同期比55.5%減）となりました。

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ウッドフレンズ(E03988)

半期報告書

 5/21



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在

発行数(株)
(2024年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年１月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,480,000 1,480,000

東京証券取引所

(スタンダード市場)

名古屋証券取引所

(メイン市場)

単元株式数

100株

計 1,480,000 1,480,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年６月１日～

2024年11月30日
－ 1,480,000 － 279,125 － 269,495
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(5)【大株主の状況】

  2024年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

ベストフレンズ有限会社 愛知県春日井市月見町60－２ 616,200 42.26

株式会社東邦レオホールディングス 大阪市中央区上町１－１－28 127,900 8.77

前田　和彦 愛知県春日井市 44,200 3.03

前田　扶美子 愛知県春日井市 44,200 3.03

橘　俊夫 兵庫県芦屋市 44,100 3.02

松岡　明 愛知県一宮市 44,000 3.01

株式会社エステックス 名古屋市天白区池場２－1608－２ 40,100 2.75

柴田　労 名古屋市中区 40,000 2.74

林　知秀 愛知県額田郡 40,000 2.74

橘　かおり 兵庫県芦屋市 23,500 1.61

一般財団法人レオ財団 大阪市港区弁天１－２－30－4801 23,500 1.61

計 － 1,087,700 74.59

（注）発行済株式の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を切り捨てております。

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 21,900 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,456,300 14,563 －

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  1,480,000 － －

総株主の議決権  － 14,563 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式17株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ウッドフレンズ 名古屋市中区栄４-５-３ 21,900 － 21,900 1.47

計 － 21,900 － 21,900 1.47

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。) に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年６月１日から2024年11月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、ふじみ監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(2024年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,086,147 1,637,330

完成工事未収入金 32,937 49,517

売掛金 467,999 650,808

販売用不動産 5,243,851 3,970,627

仕掛販売用不動産 2,738,377 3,273,662

商品及び製品 374,933 450,305

未成工事支出金 765,516 821,168

仕掛品 452,718 536,384

原材料及び貯蔵品 675,665 734,579

その他 493,840 661,718

貸倒引当金 △2,960 △2,960

流動資産合計 14,329,028 12,783,141

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,963,869 3,508,235

機械装置及び運搬具（純額） 647,770 2,665,367

建設仮勘定 3,746,007 34,705

その他（純額） 2,274,069 2,240,294

有形固定資産合計 8,631,716 8,448,603

無形固定資産 340,300 391,078

投資その他の資産 522,915 492,254

固定資産合計 9,494,932 9,331,936

資産合計 23,823,960 22,115,077

負債の部   

流動負債   

工事未払金 919,398 772,966

買掛金 549,501 568,965

１年内償還予定の社債 391,200 615,500

短期借入金 4,719,920 5,836,700

１年内返済予定の長期借入金 1,644,088 1,554,782

匿名組合預り金 - 137,500

未払法人税等 107,705 48,073

賞与引当金 132,543 42,904

完成工事補償引当金 76,740 71,347

その他 1,176,809 730,325

流動負債合計 9,717,906 10,379,066

固定負債   

社債 977,000 550,000

長期借入金 6,542,912 5,819,592

役員退職慰労引当金 159,774 162,138

退職給付に係る負債 5,425 5,746

その他 1,388,174 1,279,558

固定負債合計 9,073,285 7,817,035

負債合計 18,791,192 18,196,101

 

EDINET提出書類

株式会社ウッドフレンズ(E03988)

半期報告書

 9/21



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(2024年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 279,125 279,125

資本剰余金 284,956 284,956

利益剰余金 3,939,892 2,805,802

自己株式 △42,195 △42,195

株主資本合計 4,461,779 3,327,688

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,380 -

その他の包括利益累計額合計 2,380 -

非支配株主持分 568,608 591,287

純資産合計 5,032,767 3,918,976

負債純資産合計 23,823,960 22,115,077
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(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

売上高 18,143,718 11,293,642

売上原価 17,662,328 10,377,773

売上総利益 481,389 915,868

販売費及び一般管理費 ※ 1,790,097 ※ 1,875,962

営業損失（△） △1,308,708 △960,093

営業外収益   

受取利息 816 1,611

受取手数料 5,418 579

受取保険金 23,416 12,968

違約金収入 11,179 600

その他 23,166 4,946

営業外収益合計 63,997 20,705

営業外費用   

支払利息 188,784 108,443

資金調達費用 7,783 5,200

その他 45,945 10,965

営業外費用合計 242,513 124,610

経常損失（△） △1,487,224 △1,063,998

特別利益   

投資有価証券売却益 － 2,800

特別利益合計 － 2,800

特別損失   

固定資産除却損 7,089 0

特別損失合計 7,089 0

税金等調整前中間純損失（△） △1,494,314 △1,061,198

法人税等 130,659 50,213

中間純損失（△） △1,624,973 △1,111,411

非支配株主に帰属する中間純利益 25,946 22,678

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △1,650,919 △1,134,090
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

中間純損失（△） △1,624,973 △1,111,411

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 683 △2,380

その他の包括利益合計 683 △2,380

中間包括利益 △1,624,289 △1,113,791

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △1,650,236 △1,136,470

非支配株主に係る中間包括利益 25,946 22,678
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年11月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年６月１日
　至　2024年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純損失（△） △1,494,314 △1,061,198

減価償却費 321,816 342,915

受取利息及び受取配当金 △935 △1,763

支払利息 188,784 108,443

売上債権の増減額（△は増加） △195,976 △201,434

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,278,397 464,336

仕入債務の増減額（△は減少） △965,398 △126,967

その他 611,371 △54,086

小計 8,743,746 △529,754

利息及び配当金の受取額 935 1,763

利息の支払額 △184,874 △100,708

法人税等の支払額 △49,485 △97,113

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,510,321 △725,812

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,312,785 △758,524

無形固定資産の取得による支出 △182,104 △83,265

その他 4,834 47,659

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,490,055 △794,130

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 7,269,485 4,742,100

短期借入金の返済による支出 △14,125,548 △3,625,320

長期借入れによる収入 1,390,000 140,000

長期借入金の返済による支出 △816,691 △952,626

社債の償還による支出 △298,700 △202,700

リース債務の返済による支出 △4,575 △4,725

配当金の支払額 △1 △81

その他 △6,841 △11,611

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,592,873 85,035

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 427,392 △1,434,907

現金及び現金同等物の期首残高 3,253,515 3,072,238

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,680,908 ※ 1,637,330
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

保証債務

 
前連結会計年度

（2024年５月31日）
当中間連結会計期間
（2024年11月30日）

販売顧客の金融機関からの借入金 82,886千円 183,960千円

 

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年６月１日

　　至 2023年11月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年６月１日

　　至 2024年11月30日）

給料手当 401,056千円 555,775千円

賞与引当金繰入額 4,210　〃 24,149　〃

広告宣伝費 279,574　〃 173,016　〃

販売手数料 296,010　〃 150,437　〃

完成工事補償引当金繰入額 6,066　〃 5,998　〃

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自 2023年６月１日
至 2023年11月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年６月１日
至 2024年11月30日）

現金及び預金勘定 3,694,816千円 1,637,330千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金及び担

保に供している定期預金
△13,908　〃 －

現金及び現金同等物 3,680,908千円 1,637,330千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年６月１日　至　2023年11月30日)

　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年６月１日　至　2024年11月30日)

　配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年６月１日　至　2023年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３ 住宅事業 余暇事業 都市事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
15,729,295 1,400,345 1,013,471 18,143,112 605 18,143,718 － 18,143,718

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

3,750 － 29,902 33,652 － 33,652 △33,652 －

計 15,733,045 1,400,345 1,043,374 18,176,765 605 18,177,371 △33,652 18,143,718

セグメント利益

又は損失（△）
△1,378,520 336,778 81,270 △960,472 0 △960,471 △348,236 △1,308,708

(注) １　「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他賃貸収入等が含

まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△348,236千円には、セグメント間取引消去△4,464千円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△343,771千円が含まれています。

３　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年６月１日　至　2024年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント その他の
事業

合計
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２ 住宅事業 余暇事業 都市事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
9,471,574 1,402,824 419,243 11,293,642 － 11,293,642 － 11,293,642

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

154,267 200 35,984 190,452 － 190,452 △190,452 －

計 9,625,842 1,403,024 455,228 11,484,095 － 11,484,095 △190,452 11,293,642

セグメント利益

又は損失（△）
△1,301,268 249,967 △41,954 △1,093,255 － △1,093,255 133,162 △960,093

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額133,162千円には、セグメント間取引消去並びに各報告セグメン

トに配分していない全社収益及び全社費用が含まれております。なお、全社収益は主に各事業報告セグメ

ントからの経営指導料等であり、全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

当社は2024年１月11日開催の取締役会での決議に基づき、2024年６月１日を効力発生日として、当社が営む住宅

事業を当社の100％子会社である株式会社ウッドコンストラクションに承継させる吸収分割を実施いたしました。

なお、当該吸収分割の概要は以下のとおりであります。

 

１　取引の概要

　(1) 対象となった事業の名称及び当該事業の内容

事業の名称…住宅事業

事業の内容…建築物の企画設計、施工及び販売

　(2) 企業結合日

2024年６月１日

　(3) 企業結合の法的形式

当社を吸収分割会社、株式会社ウッドコンストラクションを吸収分割承継会社とする吸収分割

　(4) 結合後企業の名称

株式会社ウッドコンストラクション

　(5) 企業結合の目的

　現況での当社グループの対処すべき課題としては、少子高齢化、人口減などの社会変化に伴い住宅市場の

縮小が現実化しているなか、既存事業である住宅事業の競争力と独自性を強化し、コスト、品質及びサービ

スにおいてさらに商品性を磨くことが必要であると考えております。

　当社グループでは長期的な観点で利益貢献及び環境貢献を目指す大型製材工場投資に着手しており、木質

資源を多様的に利用する事業モデルの構築を進めております。さらに、中長期的には住宅事業に接する事業

である「非住宅木造」、「都市木造」等の建設事業を伸長させていく方針です。

　このような状況を鑑みた結果、当社グループは持株会社体制に移行することにより、社会環境、経営環境

等の変化に機動的に対応できる経営体制を構築することが必要不可欠であるとの判断に至りました。

　持株会社を中核として更なるガバナンスの強化、事業の採算性及び事業責任の明確化によりグループ各社

の自立と連携を図りながら、企業価値を向上させることを目的としております。

 

２　実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引として

処理しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年６月１日　至　2023年11月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他の
事業

合計
住宅事業 余暇事業 都市事業 計

分譲住宅及び土地 14,116,956 － － 14,116,956 － 14,116,956

注文住宅 368,993 － － 368,993 － 368,993

建設資材 858,542 － － 858,542 － 858,542

リフォーム 198,856 － － 198,856 － 198,856

施設利用料 － 1,302,990 － 1,302,990 － 1,302,990

収益不動産 － － 853,500 853,500 － 853,500

その他 185,947 97,354 110,627 393,928 － 393,928

顧客との契約から
生じる収益

15,729,295 1,400,345 964,127 18,093,768 － 18,093,768

その他の収益（注） － － 49,344 49,344 605 49,950

外部顧客への売上高 15,729,295 1,400,345 1,013,471 18,143,112 605 18,143,718

（注）その他の収益はリース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他の
事業

合計
住宅事業 余暇事業 都市事業 計

分譲住宅及び土地 7,290,178 － － 7,290,178 － 7,290,178

注文住宅 239,937 － － 239,937 － 239,937

建設資材 1,488,556 － － 1,488,556 － 1,488,556

リフォーム 250,495 － － 250,495 － 250,495

施設利用料 － 1,300,502 － 1,300,502 － 1,300,502

収益不動産 － － 281,861 281,861 － 281,861

その他 202,405 102,321 120,002 424,730 － 424,730

顧客との契約から
生じる収益

9,471,574 1,402,824 401,864 11,276,263 － 11,276,263

その他の収益（注） － － 17,379 17,379 － 17,379

外部顧客への売上高 9,471,574 1,402,824 419,243 11,293,642 － 11,293,642

（注）その他の収益はリース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年６月１日
至　2023年11月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年６月１日
至　2024年11月30日）

　　１株当たり中間純損失（△） △1,132円25銭 △777円80銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）
△1,650,919 △1,134,090

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純損失（△）（千円）
△1,650,919 △1,134,090

普通株式の期中平均株式数（株） 1,458,083 1,458,083

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年１月10日

株式会社ウッドフレンズ

取締役会　御中

 

ふじみ監査法人

名古屋事務所

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 魚　住　康　洋

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 市　川　泰　孝

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウッ

ドフレンズの2024年６月１日から2025年５月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年６月１日から2024年

11月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計

算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社ウッドフレンズ及び連結子会社の2024年11月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

　(注)１　上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提

出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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